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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 経済部 産業観光課 

施 設 名 三沢市小川原湖畔施設 

指 定 管理 者 名 一般社団法人三沢市観光協会 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

湖水浴場 １３，８８１人 ９，５６２人 昨年と比較してお盆期間中の天候

に恵まれた事で大幅な増となった。 

湖畔キャンプ場 ３，５７９人 ３，２３８人 昨年度比３４１人の増加。 

利用料収入過去最高。 

湖畔コテージ ２，６２６人 ２，４０９人 前年比２１７人の増加。 

利用料収入過去最高 

オートキャンプ場 ４，９６８人 ４，１６５人 前年比８０３人の増加。 

利用料収入過去最高。 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 １５，１７４ 人件費 ７，１１１ 

利用料金 １２，３６６ 維持管理費 ２０，４３２ 

その他 ３ 事業費  

  その他  

合計（①） ２７，５４３ 合計（②） ２７，５４３ 

  収支差額（①－②）  

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

小川原湖畔キャンプ場・湖水浴場・コテージ 

・１０連休の影響でキャンプの利用、コテージの利用者が過去最高となった。 

・コテージ清掃については統計上初めて利用者が６００棟を超えた。 

・利用者増に伴いトイレの清掃や施設全般の清掃が追いつかなく苦情も来ている。シ

ルバー人材センター、ハローワーク求人でも清掃員が見つからない状況が続いてい

る。 

・小川原湖畔キャンプ場にある木造建築物が建設から２０年を経過しており、耐用年

数を過ぎているものが多数あるので、修繕が必要な設備、新規に交換が必要な設備

については市へ要望していく。（コテージ５棟、キャンプ場炊事場、シャワー棟、オート

キャンプ場内サニタリーハウス３カ所） 

・湖水浴場は水質の悪化が顕著で、利用者から汚い、臭いと多くの声を聴く。 
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三沢オートキャンプ場 

・施設で提供しているサービスなどインターネットで閲覧可能な情報を増やした。 

・トイレ利用での意見が多く見られたので清掃は今まで以上に隅々まで点検をする。

湖畔キャンプ場も同じであるが利用者増に伴い清掃が追い付かない状況。 

・施設内での販売品について、またサービスについての要望が多かったので対応でき

るものについては検討する。 

・接客接遇については高く評価している利用者もいるが、苦情もいただいているので、

今まで以上に接客接遇を徹底して丁寧に行うよう管理人、作業員へ指導する。 

・キャンプ場内の地盤の悪さや施設の老朽化に関する意見を多数いただいているの

で施設の点検を細目に行い、大幅に修繕が必要な個所については市へ修繕、改善を

要望していく。 

・利用者の口コミ、特にＳＮＳでは高評価を多くいただいている。 

 

 

施設担当課 

 

 

近年のキャンプブームにより利用者は確実に増加している。一過性のブームで終わら

ないよう、リピーター獲得のための努力を惜しまずに取り組んでいただきたい。 

施設の清掃に対しての苦情が散見されているので、トイレ等の水回りは特に徹底して

清掃を実施し、利用者が気持ちよく利用できるよう心掛けていただきたい。 

接遇に対しての苦情が散見されるが、多くの方が利用される施設のため、一定数の

苦情が発生することは致し方ないが、改めて接遇についての研修を実施するなどし

て、万全の態勢で接客していただきたい。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ｂ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ｂ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ｓ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ｂ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


